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第 1 章

スポンサーポータルユーザーガイド

•その他の参考資料（1ページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（1ページ）
•ゲストのネットワークアクセス（2ページ）
•スポンサーポータル（2ページ）
•スポンサーポータルへのサインオン（3ページ）
•アカウントのロックによりサインオンできない （4ページ）

その他の参考資料
Cisco ISEを使用するときに活用できるその他のリソースについては、『Cisco ISE End-User
Resources』[英語]を参照してください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServices [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

Cisco Identity Services Engineリリース 3.0スポンサーポータルユーザーガイド
1

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/ise/end-user-documentation/Cisco_ISE_End_User_Documentation.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/ise/end-user-documentation/Cisco_ISE_End_User_Documentation.html
https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://developer.cisco.com/
https://www.ciscopress.com
https://connectthedots.cisco.com/connectdots/serviceWarrantyFinderRequest?fl=wf


シスコのバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインド

キュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

ゲストのネットワークアクセス
ラップトップ、タブレット、携帯電話などのモバイルデバイスの使用と依存度が増加するにつ

れ、どこからでもインターネットにアクセスできることは当たり前と見なされるようになりま

した。ただし、企業ネットワークへのアクセスには、地元のカフェからの無料のWi-Fi以上の
セキュリティが必要です。ネットワークセキュリティは、企業の機密保持およびデータ整合性

の維持に重要です。ネットワークセキュリティは、認証されていないユーザーによる会社の

ネットワークへのハッキングを防止します。

企業のネットワークを保護し、承認されたユーザーのみアクセス可能にするには、CiscoIdentity
Services Engine（ISE）ゲストサービスを使用します。Cisco ISEは、訪問者、コントラクタ、
コンサルタント、顧客などの承認されたゲストのみがネットワークにアクセスできるようにし

ます。

スポンサーとしての役割

スポンサーは、スポンサーポータルを使用し、組織への承認された訪問者のゲストアカウン

トを作成および管理する責任を負います。これらのアカウントによって、訪問者は企業のネッ

トワークやインターネットにアクセスできます。これらのアカウントを作成する場合は、訪問

者にネットワークアクセスを提供するための企業のガイドラインに従います。Cisco ISEは、
監査およびレポート目的でゲストのプロセス全体を保存します。企業では、承認された訪問者

にのみネットワークアクセスが許可されていることを確認するために、この情報を使用できま

す。

スポンサーポータル
スポンサーポータルを使用して、承認ユーザー用の一時アカウントを作成し、企業ネットワー

クまたはインターネットにセキュアにアクセスできるようにします。アカウント作成後、スポ

ンサーポータルを使用して、アカウント詳細をゲスト用に印刷したり、電子メールまたはテキ

ストメッセージでゲストに送信することができます。また、スポンサーポータルのページ上

部にあるタブを使用して、アカウントを中断、延長、および削除したり、ゲストのネットワー

クアクセスを承認または拒否することもできます。
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• [アカウントの作成（Create Accounts）]：アカウントグループを生成するか、シスコ提供
のテンプレートを使用してスプレッドシート（CSV）からアカウントをインポートするこ
とで、ゲストアカウントを個別に作成します。

• [アカウントの管理（ManageAccounts）]：ゲストアカウントを編集、削除、中断、再開、
および延長します。ゲストにアカウント詳細を再送信します。

• [保留中のアカウント（PendingAccounts）]：選択したゲストアカウントを承認または拒否
します。

• [通知（Notices）]：多数のゲストアカウントを作成または管理する際に、バックグラウン
ド動作のステータスを確認します。

システム管理者がスポンサーアカウントの機能を設定するため、スポンサーポータルで使用

可能なすべての機能にアクセスできるとは限りません。

関連トピック

アカウントのロックによりサインオンできない （4ページ）

スポンサーポータルへのサインオン
スポンサーポータルは、承認された訪問者のためにゲストアカウントを作成する場合に使用

するWebベースのポータルです。スポンサーポータルにサインインすると、システム管理者
が設定した非アクティブ期間が過ぎた後、自動的にログアウトします。

始める前に

システム管理者からスポンサーポータル URLおよびユーザー名とパスワードを取得します。

手順

ステップ 1 Webブラウザを開き、システム管理者から提供されたスポンサーポータルの URLを入力します。

管理者は、この URLをカスタマイズしますが、通常は次のような形式になっています。
https://ipaddress:portnumber/sponsorportal/PortalSetup.action?portal=portalIDまたは
https://sponsorportal.yourcompany.com

ステップ 2 ユーザー名とパスワードを入力し、[サインオン（Sign On）]をクリックします。

ステップ 3 スポンサーポータルにログインする前に、企業ネットワークの利用規約に同意することを求められた場合
は、[同意（Accept）]をクリックします。

デスクトップに正常にログインすると、スポンサーポータルのホームページである [アカウン
トの作成（Create Accounts）]ページが表示されます。モバイルデバイスからサインオンする
と、ウェルカムページが表示されます。表示されない場合は、システム管理者に問い合わせて

ください。
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アカウントのロックによりサインオンできない
デフォルトで、スポンサーアカウントのパスワードを5回連続で誤って入力した場合、スポン
サーポータルはユーザーをシステムから2分間一時的にロックします。その後、追加で試行で
きますが、設定された時間内には、再びロックされるまでに試行できる回数は1回のみとなり
ます。システム管理者は、このデフォルト設定を変更して、一時的にアカウントがロックされ

るまでに誤って試行できる回数とロックされる時間を増減できます。
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第 2 章

ゲストアカウントの作成

•スポンサーポータルの [アカウントの作成（Create Accounts）]ページ（5ページ）
•既知のゲストアカウントの作成（5ページ）
•ランダムゲストアカウントの作成（6ページ）
•ゲストアカウントのインポート（8ページ）
•ゲストパスワードのプライバシー（10ページ）
•アカウント設定の作成（11ページ）

スポンサーポータルの [アカウントの作成（Create
Accounts）]ページ

[アカウントの作成（Create Accounts）]ページを使用して、次の承認された訪問者のアカウン
トを作成できます。

•姓、電子メールアドレス、電話番号などの個人情報を使用できるゲスト。

•個人情報を使用できないゲスト、または複数のアカウントをすぐに作成する必要がある場
合のゲスト。

•インポート可能なファイル形式で外部データベースで情報を使用できるゲスト。

既知のゲストアカウントの作成
個人情報を使用できるゲストのための個別アカウントを 1アカウントずつ作成できます。

手順

ステップ 1 [アカウントの作成（Create Accounts）]ページで、[既知（Known）]をクリックします。
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システム管理者は、このページにどのフィールドを表示するか、およびゲストアカウントを作成する場合

にどのフィールドを必須とするかを設定します。一部のフィールドは必須（*が付いている）で、変更可能
なデフォルトの情報が表示されます。

ステップ 2 ゲストに割り当てる [ゲストタイプ（Guest Type）]を保持または更新します。

さまざまなゲストのタイプとそのアクセス権限は、システム管理者が定義します。

選択したゲストタイプについて、ゲストがネットワークに同時に接続できるデバイスの最大数、および

ネットワークアクセスの最大時間が表示されます。

ステップ 3 表示されていて必要な場合は、ゲストの個人情報（ユーザー名を作成するための姓、名、または電子メー
ルアドレスなど）を入力します。

入力した個人情報は、ユーザー名の生成に使用されます。入力しない場合、ユーザー名はシステム管理者

が設定したユーザー名ポリシーに従ってランダムに生成されます。

ステップ 4 必要に応じて必須設定のデフォルトを保持または更新し、その他のフィールドに情報を入力します。

システム管理者は、[言語（Language）]、[SMSプロバイダ（SMSProvider,）]、[場所（Location）]、[SSID]
に対して複数選択を設定できます。 ただし、選択肢が1つのみ指定されている場合、それは表示されず、
ゲストアカウントを作成するときに自動的に割り当てられます。アカウントが作成された後、ゲストアカ

ウント詳細でこの選択を確認できます。

（注）

アカウント期間を設定する場合、定義する開始時刻および終了時刻は、選択した場所のタイムゾーンで適

用できます。

ステップ 5 [作成（Create）]をクリックして、ゲストアカウントを作成します。
[アカウント情報（Account Information）]ダイアログボックスに、ゲストユーザー名およびパスワードを
含むアカウント詳細が表示されます。

次のタスク

これらの機能を使用できる場合は、ゲストに対してアカウント詳細を電子メールまたは印刷で

通知できます。また、システム管理者がこの機能を有効にしている場合は、ゲストにアカウン

ト詳細をテキストメッセージで通知することもできます。

関連トピック

ゲストパスワードのプライバシー（10ページ）
アカウント設定の作成（11ページ）

ランダムゲストアカウントの作成
今後の使用に備えて、複数のランダムゲストアカウントのセットを事前に作成し、詳細を個

別に記録し、システムに保存しておくことができます。たとえば、ユーザーが、定期的にゲス
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トアカウントを配布する必要がある Lobby Ambassadorである場合、これらの一般的なランダ
ムに作成されたアカウントを使用することで時間を節約できます。

手順

ステップ 1 [アカウントの作成（Create Accounts）]ページで、[ランダム（Random）]をクリックします。

システム管理者は、このページにどのフィールドを表示するか、およびゲストアカウントを作成する場合

にどのフィールドを必須とするかを設定します。一部のフィールドは必須（*が付いている）で、変更可能
なデフォルトの情報が表示されます。

ステップ 2 ゲストに割り当てる [ゲストタイプ（Guest Type）]を保持または更新します。

さまざまなゲストのタイプとそのアクセス権限は、システム管理者が定義します。

選択したゲストタイプについて、ゲストがネットワークに同時に接続できるデバイスの最大数、および

ネットワークアクセスの最大時間が表示されます。

ステップ 3 作成する [アカウントの数（Number of Accounts）]を入力します。

表示される一度に作成可能なランダムゲストアカウントの最大数は、システム管理者が設定します。

ステップ 4 システム管理者による設定に基づいて、各アカウント名に追加する、事前定義された [ユーザー名のプレ
フィクス（Username Prefix）]を入力、編集、または使用できます。

ユーザー名の残りの部分は、システム管理者が設定したユーザー名ポリシーに従ってランダムに生成され

ます。

ステップ 5 必要に応じて必須設定のデフォルトを保持または更新し、その他のフィールドに情報を入力します。

システム管理者は、[言語（Language）]、[場所（Location）]、[SSID]に対して複数選択を設定できます。
ただし、選択肢が 1つのみ指定されている場合、それは表示されず、ゲストアカウントを作成するときに
自動的に割り当てられます。アカウントが作成された後、ゲストアカウント詳細でこの選択を確認できま

す。

（注）

アカウント期間を設定する場合、定義する開始時刻および終了時刻は、選択した場所のタイムゾーンで適

用できます。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックして、指定された数のランダムゲストアカウントを作成します。
次のものを作成した場合：

• 50未満のランダムアカウント：[アカウント情報（Account Information）]ダイアログボックスに、作
成した複数のアカウントに対してランダムに生成されたユーザー名とパスワードが表示されます。

• 50を超えるランダムアカウント：メッセージによって、アカウントがバックグラウンドで作成され、
[通知（Notices）]ページで動作ステータスを確認することが通知されます。
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次のタスク

ランダムゲストアカウントを生成する場合、電子メールアドレスや電話番号などのゲスト情

報はありません。アカウント詳細を印刷し、ゲストに手動でログインクレデンシャルを配信で

きます。50を超えるアカウントを作成した場合、[通知（Notices）]ページで特定の通知を開
き、最大 50アカウントのアカウント詳細を表示します。作成したすべてのアカウントを確認
するには、[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページに移動します。

関連トピック

ゲストパスワードのプライバシー（10ページ）
アカウント設定の作成（11ページ）

ゲストアカウントのインポート
企業が外部データベースまたはファイルの承認された訪問者に対するアカウント情報を維持し

ている場合、これらのユーザーの情報をスポンサーポータルにインポートしてゲストアカウ

ントを作成できます。アカウント情報が含まれるファイルは .csvファイル形式である必要があ
ります。これをスポンサーポータルが解析し、ファイル内の各エントリに対して新規ゲスト

ユーザーアカウントを作成します。

始める前に

•ゲストアカウント情報のインポートに必要な権限を持っているかを確認します。

•モバイルデバイス（Apple iOS、Androidなどが実行されているデバイス）からゲストア
カウント情報をインポートすることはできません。このため、アカウント情報をインポー

トする場合は、必ずデスクトップデバイス（Apple OSX、Windowsなどが実行されている
デバイス）を使用します。

手順

ステップ 1 [アカウントの作成（Create Accounts）]ページで、[インポート（Import）]をクリックします。

システム管理者は、このページにどのフィールドを表示するか、およびゲストアカウントを作成する場合

にどのフィールドを必須とするかを設定します。一部のフィールドは必須（*が付いている）で、変更可能
なデフォルトの情報が表示されます。

ステップ 2 ゲストに割り当てる [ゲストタイプ（Guest Type）]を保持または更新します。

システム管理者が、各種のゲストのタイプとそのアクセス権限を定義します。

選択したゲストタイプについて、ゲストがネットワークに同時に接続できるデバイスの最大数、および

ネットワークアクセスの最大時間が表示されます。
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ステップ 3 [テンプレートのダウンロード（Download Template）]をクリックしてインポートファイルに使用するテン
プレートを取得します。ファイルをインポートする前に、ファイルが必須の構造に準拠していることを確

認します。

テンプレートファイルで、[携帯電話番号（Mobile number）]列の形式を更新して、プラス記号（+）が保
持されるようにします。後でテンプレートを編集する場合でも、必要な形式が適用されていることを確認

します。次の手順を実行します。

1. ダウンロードしたテンプレートファイルで、[携帯電話番号（Mobile number）]列を選択します。

2. 選択した列の任意の場所を右クリックします。

3. [セルの書式設定（Format Cells）]を選択します。

4. [番号（Number）]タブで、[カスタム（Custom）]を選択します。

5. [タイプ（Type）]テキストボックスで、[一般（General）]を削除し、+0と入力します。

6. [OK]をクリックします。

ステップ 4 [参照（Browse）]をクリックして、ゲストアカウントの作成に必須のゲスト情報が含まれる .csvファイル
を検索して選択します。

（注）

.csvファイルに英語以外の文字が含まれる場合は、ファイルをインポートする前にUTF-8文字エンコーディ
ングを有効にします。UTF-8文字エンコーディングが有効になっていないと、英語以外の文字が正しく解
析されません。

ステップ 5 必要に応じて必須設定のデフォルトを保持または更新し、その他のフィールドに情報を入力します。

システム管理者は、[言語（Language）]、[場所（Location）]、[SSID]に対して複数選択を設定できます。
ただし、選択肢が 1つのみ指定されている場合、それは表示されず、ゲストアカウントを作成するときに
自動的に割り当てられます。アカウントが作成された後、ゲストアカウント詳細でこの選択を確認できま

す。

（注）

アカウント期間を設定する場合、定義する開始時刻および終了時刻は、選択した場所のタイムゾーンで適

用できます。

ステップ 6 [インポート（Import）]をクリックして、外部データベースまたはファイルからアカウント情報をインポー
トします。

メッセージによって、アカウントがバックグラウンドで作成され、[通知（Notices）]ページで動作ステー
タスを確認することが通知されます。

次のタスク

これらの機能を使用できる場合は、ゲストに対してアカウント詳細を電子メールまたは印刷で

通知できます。また、システム管理者がこの機能を有効にしている場合は、ゲストにアカウン

ト詳細をテキストメッセージで通知することもできます。
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[通知（Notices）]ページで、特定の通知を開き、最大 50アカウントのアカウント詳細を表示
します。50を超えるアカウントをインポートした場合は、[アカウントの管理（Manage
Accounts）]ページに移動して、作成されたすべてのアカウントを表示します。

関連トピック

ゲストパスワードのプライバシー（10ページ）
アカウント設定の作成（11ページ）

ゲストパスワードのプライバシー
企業のネットワークおよび内部リソースにアクセスする必要がある、承認された訪問者のため

のゲストアカウントを作成できます。既知のゲストやランダムな複数のゲストのセットのため

のアカウントを作成するか、または外部データベースからゲストアカウントのバッチをイン

ポートすると、Cisco ISEによって、これらのアカウントのパスワードが生成されます。

システム管理者が必要な権限を設定したユーザーは、次の場合に、これらのシステムで生成さ

れたパスワードを表示できます。

•各アカウントのアカウント詳細でゲストアカウントを管理する場合。
•ゲストに通知する際にアカウント詳細を通知することを選択している場合。

ただし、パスワード変更を許可されているゲストが、ゲストポータルにログインした後にパス

ワードを変更した場合、そのパスワードはプライベートと見なされ、表示できなくなります。

ゲストがパスワードを変更した後、忘れた場合は、ゲストにパスワードを再送信することはで

きません。ゲストのパスワードをランダムパスワードにリセットし、新しいパスワードをゲス

トに通知する必要があります。
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アカウント設定の作成
ゲストアカウントを作成する際に、デフォルトをそのまま使用するか、これらの設定を変更で

きます。システム管理者は、情報を入力する必要がある追加設定を有効にすることができま

す。

表 1 :アカウント設定の作成

使用上のガイドラインフィールド

ゲストタイプ（Guest Type）
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使用上のガイドラインフィールド

ユーザーが作成しているアカウントのゲスト

タイプを選択します。システム管理者が 1つ
のゲストタイプのみを設定した場合、ゲスト

アカウントの作成に使用できるのはこのタイ

プのみとなります。

Cisco ISEには、適切なネットワークアクセス
権限にゲストをマッピングするための、次の

デフォルトゲストタイプが含まれます。

• [毎日（Daily）]：デフォルト設定で、ゲ
ストは 1～ 5日間ネットワークにアクセ
スできます。

• [毎週（Weekly）]：デフォルト設定で、ゲ
ストは数週間ネットワークにアクセスで

きます。

• [コントラクタ（Contractor）]：デフォル
ト設定で、ゲストは最大1年間ネットワー
クにアクセスできます。

システム管理者は、このリストを制限したり、

追加のゲストタイプを作成したりすることが

できます。

システム管理者は、ゲストタイプを [ゲスト
にゲストポータルのバイパスを許可（Allow
guest to bypass the Guest portal）]に設定できま
す。この場合、このゲストタイプを使用して

作成されたゲストアカウントは自動的に有効

になり、ゲストがCisco ISEWebポータルにま
だログインしていなくても、その状態は [アク
ティブ（Active）]として表示されます。この
オプションが設定されていない場合、ゲスト

がWebポータルに実際にログインし、初期状
態が [作成済み（Created）]として表示される
まで、アカウントは有効になりません。

Cisco Identity Services Engineリリース 3.0スポンサーポータルユーザーガイド
12

ゲストアカウントの作成

アカウント設定の作成



使用上のガイドラインフィールド

このフィールドは、システム管理者によって

複数のSMSプロバイダが選択用に設定されて
いる場合にのみ表示されます。1つのプロバイ
ダのみが設定されている場合、スポンサーポー

タルに使用できるオプションは 1つのみであ
るため、表示されません。

ゲストの携帯電話プロバイダがわかっており、

[SMSプロバイダ（SMS Provider）]の下に表
示される場合は、それを選択し、SMS通知を
ログインクレデンシャルとともにゲストに送

信します。携帯電話プロバイダが表示されな

い場合は、表示されているデフォルトのグロー

バルプロバイダを選択します。デフォルトの

グローバルプロバイダを使用する場合は、ゲ

ストの電話番号の国番号が含まれます。サポー

トされる電話番号の形式には、+1 ### ###
####、###-###-####、(###) ### ####、
##########、1##########などがあります。

SMSプロバイダ（SMS Provider）

トラッキングや検索のために、特定のゲスト

アカウントをグループ化します。たとえば、

特定の場所でのトレーニングに参加するすべ

てのゲストにタグを割り当てることができま

す。ゲストを検索して、トレーニングが時間

内に終了しなかった場合にアカウント有効期

間を延長したり、トレーニングの終了後にア

カウントを削除したりすることができます。

グループタグ（Group Tag）

このフィールドは、システム管理者によって

複数の場所が選択用に設定されている場合に

のみ表示されます。1つの場所のみが設定され
ている場合、スポンサーポータルに使用でき

るオプションは 1つのみであるため、表示さ
れません。

ゲストアカウントに使用する場所を選択しま

す。ゲストに適用するタイムゾーンを決定し

ます。また、そのアカウントに適用する有効

な時間範囲およびその他の時間パラメータを

定義するのに役立ちます。

ゲストアカウントの残り時間は、スポンサー

の現地時間ではなく、ゲストアカウントに割

り当てられた特定の場所に関連付けられます。

参照先（Location）
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使用上のガイドラインフィールド

このフィールドは、システム管理者によって

複数のSSIDが選択用に設定されている場合に
のみ表示されます。1つの SSIDのみが設定さ
れている場合、スポンサーポータルに使用で

きるオプションは 1つのみであるため、表示
されません。

ゲストがログインするネットワークのSSIDを
選択します。このSSIDは、ゲストに送信され
るアカウント通知に含まれます。

SSID

このフィールドは、システム管理者によって

複数の言語が選択用に設定されている場合に

のみ表示されます。1つの言語のみが設定され
ている場合、スポンサーポータルに使用でき

るオプションは 1つのみであるため、表示さ
れません。

アカウント通知（電子メール、テキストメッ

セージ、印刷）をゲストに送る際に使用する

言語を選択します。

言語（Language）

ゲストがネットワークにアクセスできるアカ

ウント有効期間を、最大日数、日付、および

時間で定義します。時間が、システム管理者

が定義した最大時間を超えないことを確認し

てください。

日数、開始日、終了日、開始時刻、終了時刻

（Days; From date, To date; From time, To time）
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第 3 章

ゲストアカウントの管理

•スポンサーポータルの [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページ（15ページ）
•ゲストアカウントの編集（16ページ）
•ゲストパスワードの再送信（16ページ）
•ゲストアカウント有効期間の延長（17ページ）
•中断されたおよび期限切れのゲストアカウント（18ページ）
•ゲストアカウントの中断（18ページ）
•ゲストアカウントの削除（19ページ）
•ゲストパスワードのリセット（20ページ）
•ゲストアカウントの再開（20ページ）
• [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
•アカウントの状態の管理（22ページ）

スポンサーポータルの [アカウントの管理（Manage
Accounts）]ページ

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、作成したゲストアカウントや管理する権
限を持つ他の任意のアカウントを管理できます。

•ゲストアカウントの編集および削除

•ゲストアカウント有効期間の延長

•ゲストアカウントの中断

•期限切れのゲストアカウントの復元

•ゲストのパスワードの再送信およびリセット
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ゲストアカウントの編集
ゲストアカウントは、それが置かれた状態に関係なく編集できます。

手順

ステップ 1 [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、編集するゲストアカウントを選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 表示するフィールドを編集します。

たとえば、最初にゲストアカウントを作成したときに保持した [言語（Language）]および [場所（Location）]
のデフォルトを変更できます。最初にランダムゲストアカウントを作成したときに使用できなかった、名

前、電子メールアドレス、電話番号などの情報を追加することもできます。アカウント期間を変更（短縮

または延長）すると、残り時間は、スポンサーの現地時間ではなく、アカウントに割り当てられた特定の

場所に基づいて変更されます。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 アカウント情報に加えた変更を確認します。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）

ゲストパスワードの再送信
ゲストは、パスワードを忘れたためにネットワークにログインできなくなることがあります。

元のパスワードを再送信することで、このようなゲストのネットワークへのアクセスを回復す

ることができます。

始める前に

•パスワードを変更したゲストにパスワードを再送信することはできません。これらのゲス
トが新しいパスワードを忘れた場合、パスワードをリセットしてゲストに通知する必要が

あります。

• [作成済み（Created）]または [アクティブ（Active）]のアカウントのパスワードを再送信
できます。

• [承認保留中（Pending Approval）]、[中断（Suspended）]、[期限切れ（Expired）]または
[拒否済み（Denied）]のアカウントのパスワードは再送信できません。
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手順

ステップ 1 [アカウントの管理（ManageAccounts）]ページで、パスワードを再送信するゲストアカウントを選択しま
す。

ステップ 2 [再送信（Resend）]をクリックして、ゲストにアカウント詳細を再送信します。

ステップ 3 [再送信（Resend）]のポップアップウィンドウで、さまざまな通知オプション（ゲストとスポンサーの両
方）を選択して [OK]をクリックします。

ゲストに通知を送信するときに、自分にもアカウント情報を送信するためのオプションがあります。

• [概要を送信（Send me a summary）]：ゲスト名とパスワードをリストします。管理者によってブロッ
クされた場合はパスワードは表示されません。

• [自分にコピー（Copyme）]：ゲストに送信したものと同じ電子メールを自分に送信します。管理者に
よってブロックされた場合はパスワードは表示されません。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）

ゲストアカウント有効期間の延長
最初に許可された期間よりも長くネットワークにアクセスできるように、アカウントの有効期

限が切れる前または有効期限が切れた後に、ゲストのアカウント有効期間を延長できます。ま

た、ゲストアカウントを編集するときにアカウント有効期間を延長することもできます。

有効期限が切れたゲストアカウントは、ネットワークに接続できなくなります。システムから

期限切れアカウントをすべて削除（パージ）する自動プロセスが（システム管理者によって設

定された条件に基づいて）周期的に実行されます。期限切れアカウントのアカウント有効期間

を延長する前に自動プロセスが起動した場合は、これらのゲストの新規アカウントを作成する

必要があります。

始める前に

• [作成済み（Created）]、[アクティブ（Active）]、または [期限切れ（Expired）]のアカウ
ントを延長できます。

• [中断（Suspended）]または [拒否済み（Denied）]のアカウントは延長できません。再開
できます。
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手順

ステップ 1 [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、延長するゲストアカウントを選択します。

ステップ 2 [延長（Extend）]をクリックします。

ステップ 3 延長情報を入力し、[OK]をクリックします。
[有効期限（Expiration Date）]および [残り時間（Time Left）]は、新しい期間で自動的に更新されます。残
り時間は、スポンサーの現地時間ではなく、ゲストアカウントに割り当てられた特定の場所に関連付けら

れます。

ステップ 4 期限切れのアカウント期間が延長されていること、およびその状態が次のようにリセットされていること
を確認します。

•承認待機中のアカウントの場合、[承認保留中（Pending Approval）]になります。

•クレデンシャルを持つゲストポータルをバイパスするように設定されているアカウントの場合、[アク
ティブ（Active）]になります。

•クレデンシャルを持つゲストポータルをバイパスするように設定されていないアカウントの場合、[作
成済み（Created）]になります。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）

中断されたおよび期限切れのゲストアカウント
ゲストアカウントがユーザーによって手動で中断されたか、期限切れになると、影響を受ける

ゲストはネットワークから切断され、アクセスできなくなります。

アクティブ、保留などの状態に関係なく、ゲストアカウントは、アカウントを作成したときに

定義したアカウント有効期間の終了に達すると、期限切れになります。

中断されたおよび期限切れのアカウントは、システム管理者が定義したスケジュールに基づい

て自動的にパージされますが、デフォルトでは15日ごとです。アカウントがパージされたら、
そのゲストに対して新規アカウントを作成する必要があります。ただし、パージされる前に、

中断されたアカウントを再開し、期限切れのアカウントを延長することができます。

ゲストアカウントの中断
ネットワークから切断し、ゲストをネットワークにアクセスできないようにして、ゲストのア

カウントを中断できます。ただし、アカウントは Cisco ISEデータベースに保持されます。
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始める前に

• [作成済み（Created）]または [アクティブ（Active）]のアカウントを中断できます。

• [承認保留中（Pending Approval）]、[期限切れ（Expired）]、または [拒否済み（Denied）]
のアカウントは中断できません。

手順

ステップ 1 [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、中断するゲストアカウントを選択します。

ステップ 2 [中断（Suspend）]をクリックします。システム管理者によって設定されている場合、中断の理由を示すよ
うに求められることがあります。

ステップ 3 [OK]をクリックして確認します。

ステップ 4 アカウントが [中断（Suspended）]として表示されていることを確認します。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）

ゲストアカウントの削除
ゲストアカウントは、それが置かれた状態に関係なく削除できます。

手順

ステップ 1 [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、削除するゲストアカウントを選択します。

ステップ 2 [削除（Delete）]をクリックします。

ステップ 3 [OK]をクリックして確定します。

ステップ 4 アカウントがアカウントリストに表示されなくなったことを確認します。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）
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ゲストパスワードのリセット
ゲストは、パスワードを忘れたためにネットワークにログインできなくなることがあります。

パスワードをリセットすることで、このようなゲストのネットワークへのアクセスを回復する

ことができます。

始める前に

•ゲストがパスワードを変更したかどうかに関係なく、パスワードをリセットできます。

• [作成済み（Created）]または [アクティブ（Active）]のアカウントのパスワードをリセッ
トできます。

• [承認保留中（Pending Approval）]、[中断（Suspended）]、[期限切れ（Expired）]、または
[拒否済み（Denied）]のアカウントのパスワードはリセットできません。

手順

ステップ 1 [アカウントの管理（ManageAccounts）]ページで、パスワードをリセットするゲストアカウントを選択し
ます。

ステップ 2 [パスワードのリセット（Reset Password）]をクリックして、ランダムシステムパスワードを生成します。
リセットを確認し、電子メール、テキストメッセージ、印刷のどの方法でゲストに新しいアカウント詳細

を通知するかを選択するように求められます。

ステップ 3 [パスワードのリセット（Reset Password）]のポップアップウィンドウで、さまざまな通知オプション（ゲ
ストとスポンサーの両方）を選択して [OK]をクリックします。

ゲストに通知を送信するときに、自分にもアカウント情報を送信するためのオプションがあります。

• [概要を送信（Send me a summary）]：ゲスト名とパスワードをリストします。管理者によってブロッ
クされた場合はパスワードは表示されません。

• [自分にコピー（Copyme）]：ゲストに送信したものと同じ電子メールを自分に送信します。管理者に
よってブロックされた場合はパスワードは表示されません。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）

ゲストアカウントの再開
以前中断したゲストアカウントまたは承認を拒否したゲストアカウントを再開できます。
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始める前に

• [中断（Suspended）]または [拒否済み（Denied）]のアカウントを再開できます。

• [作成済み（Created）]、[アクティブ（Active）]、[承認保留中（PendingApproval）]、また
は [期限切れ（Expired）]のアカウントは再開できません。

手順

ステップ 1 [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、再開するゲストアカウントを選択します。

ステップ 2 [再開（Reinstate）]をクリックします。

ステップ 3 [OK]をクリックして確認します。

ステップ 4 アカウントが再開され、その状態が次のようにリセットされていることを確認します。

• [中断（Suspended）]アカウントの場合、[作成済み（Created）]または [アクティブ（Active）]になり
ます。中断されている間に期限切れになった場合、アカウントは [期限切れ（Expired）]に変わりま
す。

• [拒否済み（Denied）]アカウントの場合、[作成済み（Created）]または [アクティブ（Active）]になり
ます。拒否されている間に期限切れになった場合、アカウントは [期限切れ（Expired）]に変わりま
す。

関連トピック

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細（21ページ）
アカウントの状態の管理（22ページ）

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細
[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページでは、作成したゲストアカウントおよびシス
テム管理者が設定した権限に基づくその他のアカウントを管理できます。

次の設定を使用して、ゲストアカウントを管理します。

表 2 : [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページの詳細

対象となるアカウントの状

態

使用上のガイドライン操作

すべて（[中断
（Suspended）]、[拒否済み
（Denied）]を除く）

選択したアカウントに変更を加えます。編集（Edit）
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対象となるアカウントの状

態

使用上のガイドライン操作

[アクティブ（Active）]、[作
成済み（Created）]

選択したゲストのアカウント詳細を電

子メールまたはテキストメッセージで

送信、あるいは印刷します。

再送信（Resend）

[アクティブ（Active）]、[作
成済み（Created）]、[期限切
れ（Expired）]

アクセス期間を調整するか、選択した

期限切れゲストアカウントを再アク

ティブ化します。

延長（Extend）

[アクティブ（Active）]、[作
成済み（Created）]

システムから削除せずに選択したゲス

トアカウントを無効にします。

アカウントを中断する理由を入力する

ように求められることがあります。

中断（Suspend）

すべて（All）選択したゲストアカウントをCisco ISE
データベースから削除します。

削除（Delete）

[アクティブ（Active）]、[作
成済み（Created）]

選択したゲストパスワードをランダム

パスワードにリセットし、アカウント

詳細をゲストに通知します。

パスワードのリセット

（Reset Password）

[中断（Suspended）]、[拒否
済み（Denied）]

選択した中断されたゲストアカウント

を有効にし、前に拒否されたアカウン

トを承認します。

復元（Reinstate）

N/A表示されたアカウントに変更を表示し

ます。

更新（Refresh）

アカウントの状態の管理
アカウントの状態には、ゲストアカウントに関する詳細が表示されます。
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アカウントを削除するとこのページに表示されなくなり、Cisco ISEデータベースから削除さ
れます。

表 3 :アカウントの状態の管理

新しい状態説明現在の状態

アカウントの状態は、それらに

対して実行される操作に基づい

て変化します。

これらのアカウントのゲストは、

クレデンシャルを持つゲストポー

タルを介して正常にサインインし

ているか、クレデンシャルを持つ

ゲストキャプティブポータルをバ

イパスしています。

後者の場合、アカウントは、クレ

デンシャルを持つゲストキャプ

ティブポータルをバイパスするよ

うに設定されたゲストタイプに属

します。これらのゲストは、デバ

イス上のネイティブサプリカント

にログインクレデンシャルを提供

することでネットワークにアクセ

スできます。

アクティブ（Active）

アカウントの状態は、それらに

対して実行される操作に基づい

て変化します。

アカウントは作成されています

が、ゲストはクレデンシャルを持

つゲストポータルにまだログイン

していません。

この場合、アカウントは、クレデ

ンシャルを持つゲストキャプティ

ブポータルをバイパスするように

設定されていないゲストタイプに

割り当てられます。ゲストは、

ネットワークの他の部分にアクセ

スする前に、まずクレデンシャル

を持つゲストキャプティブポータ

ルを介してサインインする必要が

あります。

作成済み（Created）
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新しい状態説明現在の状態

拒否されたアカウントを再開す

ると、その状態は次のように変

化します。

•割り当てられたゲストタ
イプ設定に基づき、[アク
ティブ（Active）]または
[作成済み（Created）]。

• [期限切れ（Expired）]。拒
否中に期限切れになると、

次のパージサイクルで

パージされます。

再開されていないすべての拒否

されたアカウントは、次のパー

ジサイクルでパージされます。

期限切れの拒否されたアカウン

トは延長（再アクティブ化）で

きません。新しいアカウントを

作成する必要があります。

アカウントは、ネットワークへの

アクセスを拒否されています。

拒否済み（Denied）

拒否済み状態の間に期限

切れになったアカウント

は、[拒否済み（Denied）]
のままになります。

有効期限が切れていないアカウ

ントを延長した場合、その状態

は変化しません。

期限切れのアカウントを延長

（再アクティブ化）すると、そ

の状態は次のように変化しま

す。

•ゲストがクレデンシャルを
持つゲストキャプティブ

ポータルをバイパスするよ

うに設定されている場合

は、[アクティブ
（Active）]。

•ゲストがバイパスするよう
に設定されていない場合

は、前の状態。

アカウント期間が終了しました。期限切れ（Expired）
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新しい状態説明現在の状態

承認されると、ゲストタイプ

設定に基づいて、アカウントは

[アクティブ（Active）]または
[作成済み（Created）]になりま
す。拒否されると、[アカウン
トの管理（Manage Accounts）]
ページに [拒否済み（Denied）]
と表示されます。

アカウントは、ネットワークへの

アクセスの承認待機中です。

承認保留中（Pending
Approval）

中断したアカウントを再開する

と、その状態は次のように変化

します。

•アカウントの有効期限が切
れていない場合は、前の状

態。

• [期限切れ（Expired）]。中
断中に期限切れになると、

次のパージサイクルで

パージされます。ただし、

次のパージサイクルより

も前にこれらのアカウント

を延長できます。

アカウントは、中断の権限を持つ

ユーザーまたは別のスポンサーに

よって中断されています。

中断（Suspended）

中断中に期限切れになっ

たアカウントは、[中断
（Suspended）]のままに
なります。
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第 4 章

保留中のゲストアカウント

•スポンサーポータルの [保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページ（27ページ）
•保留中のアカウントの承認（27ページ）
•保留中のアカウントの拒否（28ページ）
• [保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページの詳細（29ページ）
•保留中のアカウントの状態（30ページ）

スポンサーポータルの [保留中のアカウント（Pending
Accounts）]ページ

[保留中のアカウント（PendingAccounts）]ページを使用すると、スポンサーの承認を待ってい
るアカウント登録ゲストのアカウントを、ネットワークアクセスがそのアカウントに許可され

る前に処理できます。次の操作を実行できます。

• 1つ、複数、またはすべての保留中のアカウントの承認。

• 1つ、複数、またはすべての保留中のアカウントの承認拒否。

保留中のアカウントの承認
[承認保留中（Pending Approval）]または [拒否済み（Denied）]として表示されているアカウ
ントを承認し、ゲストにネットワークへのアクセス権を提供できます。

始める前に

デスクトップデバイスで、複数のチェックボックスをオンにするか、すべてのチェックボック

スの選択を使用して、複数のゲストアカウントを同時に選択することができます。モバイル

デバイスを使用している場合は、個別のアカウントを選択し、1つずつ承認できます。
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手順

ステップ 1 [保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページで、次の操作を実行します。

•単一のページの複数のゲストアカウントを承認する場合は、特定のアカウントを選択し、[承認
（Approve）]をクリックしてから次のページに移動します。

•単一のページのすべてのゲストアカウントを承認する場合は、リストの上のすべてのチェックボック
スの選択をオンにして [承認（Approve）]をクリックします。このことによって、他のページのゲスト
アカウントは選択されません。

ステップ 2 選択したアカウントを承認することを確認し、[OK]をクリックします。
承認されたアカウントは [保留中のアカウント（PendingAccounts）]ページに表示されなくなりますが、[ア
カウントの管理（Manage Accounts）]ページに表示されます。

次のタスク

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページで、承認済みのアカウントが [作成済み
（Created）]または [アクティブ（Active）]として表示されていることを確認します。承認の
待機中にアカウントの有効期限が切れた場合は、このページに [期限切れ（Expired）]として
表示され、[保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページに表示されなくなります。

関連トピック

[保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページの詳細（29ページ）
保留中のアカウントの状態（30ページ）

保留中のアカウントの拒否
[承認保留中（Pending Approval）]または [承認済み（Approved）]として表示されているアカ
ウントの承認を拒否し、ゲストのネットワークへのアクセスを防止できます。

始める前に

デスクトップデバイスで、複数のチェックボックスをオンにするか、すべてのチェックボック

スの選択を使用して、複数のゲストアカウントを同時に選択することができます。モバイル

デバイスを使用する場合は、個別のアカウントを選択し、1つずつ拒否することのみができま
す。

手順

ステップ 1 [保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページで、次の操作を実行します。
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•単一のページの複数のゲストアカウントの承認を拒否する場合は、特定のアカウントを選択し、[拒否
（Deny）]をクリックしてから次のページに移動します。

•単一のページのすべてのゲストアカウントの承認を拒否する場合は、リストの上のすべてのチェック
ボックスの選択をオンにして [拒否（Deny）]をクリックします。このことによって、他のページのゲ
ストアカウントは選択されません。

ステップ 2 選択したアカウントの承認を拒否することを確認し、[OK]をクリックします。
拒否されたアカウントは、ページを閉じるまで [保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページに [拒否
済み（Denied）]と表示されます。その後、[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページに [拒否済み
（Denied）]として表示されます。

次のタスク

[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページに、承認が拒否されたアカウントが [拒否済み
（Denied）]として表示されていることを確認します。承認を待機している間に拒否されたカ
ウントの有効期限が切れた場合は、[期限切れ（Expired）]として表示されます。

関連トピック

[保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページの詳細（29ページ）
保留中のアカウントの状態（30ページ）

[保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページの詳細
[保留中のアカウント（PendingAccounts）]ページでは、アカウント登録ゲストに対して作成さ
れたゲストアカウントのネットワークアクセスを承認または拒否することができます。

これらの設定を使用して、アカウント登録ゲストのネットワークアクセスを承認または拒否し

ます。リストの上のすべてのチェックボックスの選択をオンにして、特定ページのみすべての

アカウントを選択します。このことによって、他のページのアカウントは選択されません。

表 4 : [保留中のアカウント（Pending Accounts）]ページの詳細

対象となるアカウントの状

態

使用上のガイドライン操作

[承認保留中（Pending
Approval）]、[拒否済み
（Denied）]

1つまたは複数のゲストアカウントの
ネットワークアクセスを承認します。

承認（Approve）

[承認保留中（Pending
Approval）]

1つまたは複数のゲストアカウントに
対するネットワークアクセスの承認を

拒否します。

拒否（Deny）
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保留中のアカウントの状態
アカウントの [状態（State）]には、保留中のゲストアカウントに関する詳細が表示されます。

アカウントを承認すると、このページには表示されなくなりますが、[アカウントの管理（Manage
Accounts）]ページに [アクティブ（Active）]、[作成済み（Created）]、または [期限切れ
（Expired）]として表示されます。

表 5 :保留中のアカウントの状態

新しい状態説明現在の状態

拒否されたアカウントを承認す

ると、[保留中のアカウント
（PendingAccounts）]ページに
表示されなくなります。それら

は、[アカウントの管理
（ManageAccounts）]ページに
表示され、その状態は次のよう

に変化します。

•割り当てられたゲストタ
イプ設定に基づき、[アク
ティブ（Active）]または
[作成済み（Created）]。

• [期限切れ（Expired）]。承
認待機中に期限切れになる

と、次のパージサイクル

でパージされます。

承認されていないすべての拒否

されたアカウントも、次のパー

ジサイクルでパージされます。

アカウントは、ネットワークへの

アクセスを拒否されています。

拒否済み（Denied）

拒否済み状態の間に期限

切れになったアカウント

は、[拒否済み（Denied）]
のままになります。
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新しい状態説明現在の状態

承認保留中のアカウントを承認

すると、[保留中のアカウント
（PendingAccounts）]ページに
表示されなくなります。それら

は、[アカウントの管理
（ManageAccounts）]ページに
表示され、その状態は次のよう

に変化します。

•割り当てられたゲストタ
イプ設定に基づき、[アク
ティブ（Active）]または
[作成済み（Created）]。

• [期限切れ（Expired）]。承
認待機中に期限切れになる

と、次のパージサイクル

でパージされます。

承認保留中のアカウントの承認

を拒否すると、[保留中のアカ
ウント（Pending Accounts）]
ページでその状態が [拒否済み
（Denied）]に変わり、ページ
を閉じるまで維持されます。そ

の後、[アカウントの管理
（ManageAccounts）]ページに
[拒否済み（Denied）]として表
示されます。

すべての拒否されたアカウント

は、次のパージサイクルでパー

ジされます。

アカウントは、ネットワークへの

アクセスの承認待機中です。

承認保留中（Pending
Approval）

承認待機中に期限切れに

なったアカウントは、[承
認保留中（Pending
Approval）]のままになり
ます。
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第 5 章

通知

•ランダムおよびインポートされたゲストアカウント作成時の通知（33ページ）
•既知のゲストへのアカウント詳細の提供（34ページ）
•ランダムゲストアカウント詳細の表示および提供（35ページ）
•インポートされたゲストアカウント詳細の表示および提供（36ページ）

ランダムおよびインポートされたゲストアカウント作成

時の通知
次の場合、アカウント詳細はスポンサーポータルにすぐに表示されません。

• 50を超えるランダムゲストアカウントを同時に作成する場合。

•情報をインポートして 1つ以上のゲストアカウントを作成する場合。

代わりに、Cisco ISEによってバックグラウンドでこれらのゲストアカウントが作成されてい
る間に、スポンサーポータルで他の操作を継続できます。アカウント詳細を含む通知がないか

どうか、[通知（Notices）]ページを定期的に確認する必要があります。

[通知（Notices）]ページで、通知を選択し、新しく作成されたアカウントの概要を表示しま
す。この概要は [アカウントの管理（Manage Accounts）]ページにも表示されます。電子メー
ル、SMS（テキストメッセージ）、印刷などのさまざまな方法を選択して、アカウント詳細お
よびログインクレデンシャルをゲストおよび自分自身に提供することができます。

関連トピック

既知のゲストへのアカウント詳細の提供（34ページ）
ランダムゲストアカウント詳細の表示および提供（35ページ）
インポートされたゲストアカウント詳細の表示および提供（36ページ）
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既知のゲストへのアカウント詳細の提供
システム管理者によるスポンサーポータルの設定に応じて、ゲストに対してアカウント詳細を

電子メールまたはテキストメッセージで送信、あるいは印刷できます。システム管理者は、パ

スワードとは別にゲストにユーザー名を送信するように、電子メールおよびテキストメッセー

ジによる通知を設定することもできます。

始める前に

•個人情報を使用できるゲスト用のアカウントを作成している必要があります。

•ゲストに電子メールまたは印刷による通知を提供するには、これらの機能を使用できる必
要があります。

•ゲストにテキストメッセージで通知を送信するには、システム管理者が、ユーザーが属す
るスポンサーグループに対して SMS機能を有効にする必要があります。

•ゲストに電子メールまたはテキストメッセージで通知を送信する場合、そのゲストのアカ
ウントに電子メールアドレスまたは電話番号が関連付けられている必要があります。

手順

ステップ 1 既知のゲスト用に作成されたアカウントが表示される [アカウント情報（Account Information）]ダイアログ
ボックスのアカウントで、次の操作を実行できます。

• [通知（Notify）]をクリックして、ゲストにアカウント詳細を送信します。[通知（Notify）]ダイアロ
グボックスに追加オプションが表示されます。

•ゲストの通知を送信しない場合は、[完了（Done）]をクリックします。

ステップ 2 [通知（Notify）]ダイアログボックスで、システム管理者が設定した通知オプションによって次の操作を
実行できます。

•ゲストがアカウント情報の印刷版を使用できるようにするには、[印刷（Print）]をオンにします。こ
のオプションは、モバイルデバイスのスポンサーポータルにアクセスしている場合は使用できませ

ん。

•アカウント情報が含まれた SMS通知をゲストに送信するには、[SMS]をオンにします。
•アカウント情報が含まれた電子メール通知をゲストに送信するには、[電子メール（Email）]をオンに
します。

• [電子メール（Email）]を有効にした場合、[コピー（Copy me）]をオンにして、作成したゲストアカ
ウントのアカウント詳細が含まれた電子メールを受信する [電子メールアドレス（Email address）]を
入力します。

ステップ 3 [OK]をクリックして通知を送信するか、通知を送信しない場合は [キャンセル（Cancel）]をクリックしま
す。
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ランダムゲストアカウント詳細の表示および提供
ランダムに作成されたゲストアカウントは、電子メールまたはテキストメッセージで通知を

送信することはできません。これらのゲストにはアカウント情報の印刷版を提供できます。た

だし、作成されたアカウントは、編集したり、電子メールアドレスや電話番号を追加したりで

きます。その後、この情報を使用して、ゲストに電子メールおよびテキストメッセージで通知

を送信できます。

始める前に

• 50を超えるランダムゲストアカウントを同時に作成している必要があります。

•ゲストに電子メールまたは印刷による通知を提供するには、これらの機能を使用できる必
要があります。

•ゲストにテキストメッセージで通知を送信するには、システム管理者が、ユーザーが属す
るスポンサーグループに対して SMS機能を有効にする必要があります。

•ゲストに電子メールまたはテキストメッセージで通知を送信する場合、そのゲストのアカ
ウントに電子メールアドレスまたは電話番号が関連付けられている必要があります。

手順

ステップ 1 [通知（Notices）]ページで、通知を開いて、新しく作成されたランダムゲストアカウントのアカウント詳
細の概要を表示します。

[アカウント情報（Account Information）]ダイアログボックスに、作成された最大 50のアカウントと、こ
れらのアカウントに関連付けられたユーザー名およびパスワードが表示されます。50を超えるランダムア
カウントを作成した場合は、[アカウントの管理（Manage Accounts）]ページに移動して、作成されたすべ
てのアカウントを表示します。

ステップ 2 [アカウント情報（Account Information）]ダイアログボックスで、次の操作を実行できます。

• [印刷（Print）]をクリックして、ゲストがアカウント詳細の印刷版を使用できるようにします。印刷
ジョブがバックグラウンドで実行され、印刷ジョブに関する別の通知を受信することが、メッセージ

によって示されます。

（注）

どのアカウントがアカウント作成通知に表示されているかに関係なく、新しく作成されたすべてのア

カウントが印刷されます。

•この時点でゲストにログインクレデンシャルを提供しない場合は、[完了（Done）]をクリックしま
す。通知は [通知（Notices）]ページに保持されます。

•情報が必要でない場合は、[通知の削除（Delete Notice）]をクリックします。
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次のタスク

[通知（Notices）]ページで、印刷の通知を開き、選択したアカウントが正常に印刷されたかど
うかを表示します。各アカウントは別々に印刷されるため、個別のゲストにログインクレデン

シャルを提供できます。

インポートされたゲストアカウント詳細の表示および提

供
システム管理者によるスポンサーポータルの設定に応じて、ゲストに対してアカウント詳細を

電子メールまたはテキストメッセージで送信、あるいは印刷できます。システム管理者は、パ

スワードとは別にゲストにユーザー名を送信するように、電子メールおよびテキストメッセー

ジによる通知を設定することもできます。

始める前に

•複数のゲストアカウントを作成するには、.csvファイルからゲストの情報をインポートし
ている必要があります。

•ゲストに電子メールまたは印刷による通知を提供するには、これらの機能を使用できる必
要があります。

•ゲストにテキストメッセージで通知を送信するには、システム管理者が、ユーザーが属す
るスポンサーグループに対して SMS機能を有効にする必要があります。

•ゲストに電子メールまたはテキストメッセージで通知を送信する場合、そのゲストのアカ
ウントに電子メールアドレスまたは電話番号が関連付けられている必要があります。

手順

ステップ 1 [通知（Notices）]ページで、通知を開いて、新しく作成されたインポート済みゲストアカウントのアカウ
ント詳細の概要を表示します。

[アカウント情報（Account Information）]ダイアログボックスに、作成された最大 50のアカウント、アカ
ウントに関連付けられたユーザー名およびパスワード、およびインポート時に使用可能だったその他のゲ

スト情報が表示されます。50を超えるアカウントをインポートした場合は、[アカウントの管理（Manage
Accounts）]ページに移動して、作成されたすべてのアカウントを表示します。

ステップ 2 [アカウント情報（Account Information）]ダイアログボックスで、次の操作を実行できます。

•この時点でゲストにログインクレデンシャルを提供しない場合は、[完了（Done）]をクリックしま
す。通知は [通知（Notices）]ページに保持されます。

•情報が必要ない場合は、[通知の削除（Delete Notice）]をクリックします。
• [通知（Notify）]をクリックして、ゲストにアカウント詳細を提供します。[通知（Notify）]ダイアロ
グボックスに、システム管理者が設定した通知オプションが表示されます。

（注）
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どのアカウントがアカウント作成通知に表示されているかに関係なく、新しく作成されたすべてのア

カウントが通知されます。

ステップ 3 インポートされたゲスト用に作成されたアカウントが表示される [通知（Notify）]ダイアログボックスで、
次の操作を実行できます。

•ゲストがアカウント情報の印刷版を使用できるようにするには、[印刷（Print）]をオンにします。こ
のオプションは、モバイルデバイスのスポンサーポータルにアクセスしている場合は使用できませ

ん。

•アカウント情報が含まれた SMS通知をゲストに送信するには、[SMS]をオンにします。
•電子メール通知を送信するには、[電子メール（Email）]をオンにします。ゲストおよび自分に電子
メールを送信するには、このオプションを有効にする必要があります。

•アカウント情報が含まれた電子メール通知をゲストに直接送信するには、[作成されたアカウント
（Accounts Created）]をオンにします。

•ゲストアカウント情報が含まれた電子メールを受信するには、[コピー（Copy me）]をオンにして、
[電子メールアドレス（Email address）]を入力します。ゲストへの直接通知を選択しなくても、この
オプションを選択できます。

ステップ 4 [通知（Notify）]をクリックして通知を送信するか、通知を送信しない場合は [完了（Done）]をクリック
します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


